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営業外費用の計上に関するお知らせ 
 

令和５年３月期連結累計期間（令和４年４月１日～令和５年３月31日）における営業外費用の

計上について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．有価証券償還損の計上について 

為替相場及び株式相場の変動並びに欧米における金融不安の影響により保有債券の一部が毀損

したため、令和５年３月期第４四半期連結会計期間（令和５年１月１日～令和５年３月31日）に

おいて、有価証券償還損6,603百万円を営業外費用に計上いたしました。 

その結果、令和５年３月期連結累計期間（令和４年４月１日～令和５年３月31日）における有

価証券償還損は13,976百万円となりました。 

 

２．デリバティブ評価損の戻入について 

令和５年３月期第４四半期連結会計期間（令和５年１月１日～令和５年３月31日）において、

デリバティブ評価損7,982百万円を営業外費用の戻入として計上いたしました。 

その結果、令和５年３月期連結累計期間（令和４年４月１日～令和５年３月31日）におけるデ

リバティブ評価損は4,643百万円となりました。 

 

３．業績に与える影響 

上記の営業外費用の計上による業績への影響等につきましては、本日公表の「令和５年３月期 

決算短信〔日本基準〕(連結)」、「業績予想と実績の差異及び配当予想の修正に関するお知らせ」

をご参照ください。 

 

以 上 


